
この広報誌は、社協会費・共同募金配分金・善意寄付の一部を使って発行しています。

温かいご協力
ありがとうございます。

まにわまにわ
社協だより 20222022

月号月号1010

真庭市社協イメージキャラクター
社協の「きょうちゃん」

赤い羽根 共同募金赤い羽根 共同募金

　10月1日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動
が始まりました。
  赤い羽根共同募金はコロナ禍においても「つなが
りをたやさない社会づくり」に向けて、子どもや高
齢者、障がいのある人などを支援する福祉活動や、
災害時のボランティアセンター設置などの被災地
支援に役立てられます。
　皆さまから寄せられた「共同募金」は、ふれあい･
いきいきサロン活動や小・中・高等学校で行われる
福祉学習、また、子育て支援活動、障がい者施設等
の車両整備など、市内の福祉活動を支えています。
　また、「歳末たすけあい募金」は、新たな年を迎え
る歳末時期に重点的に行う市内の福祉活動に、市
民の皆様のご理解と参加をお願いするものです。
　歳末配食サービス、高齢者世帯や一時的に生活
に困窮されている世帯への友愛訪問などの福祉活
動に活かされています。
 「じぶんの町を良くするしくみ」として、身近な地
域の福祉活動を支える募金にご理解とご協力をお
願いいたします。

共同募金の助成を受けた団体や事業参加者からの
メッセージをご紹介します。

　子育て中に、家族以外の大人と話したい…そんな時
に来てもらえる場所として、毎週月曜日に活動していま
す。気軽にお母さん同士で話ができる場所として喜ばれ
ています。
　また、親子で身体ほぐし体操をしたり、自然遊びを楽
しんだり、子育てに役立つイベントも開催しています。

★勝山子育て広場やまっこ（勝山）代表者から

・みんなと会えるから楽しいです。
・元気に参加する為に、教えてもらった体操のポスター
を貼って家でもしています。
・体が悪いけど、みんな優しくて、人との会話が楽しくて
参加しています。

★コミュニティカフェみつがしわ（八束）参加者

メッセージ

一世帯あたり
★共同募金  500円
★歳末たすけあい募金  300円
のご協力をお願いしています。

←つかいみち詳細は次のページに紹介

～赤い羽根共同募金～
ご協力をお願いします。ご協力をお願いします。

↑社協の「きょうちゃん」と募金活動！
（ローソン湯原温泉店　2021年10月）
↑社協の「きょうちゃん」と募金活動！
（ローソン湯原温泉店　2021年10月）
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　共同募金は、地域の皆さまと社協が共に進める、身近な地域の福祉活動に活かされて
ます。真庭市社協は、次の事業に取り組みます。

共同募金事業　3,700,000円

＊市内全域を対象とした事業に活かされています。

ふれあい・いきいきサロン
学校の福祉学習支援
社協だより・ボランティア便り
福祉研修会・座談会
夏のボランティア体験
たべものステーション
貸出用福祉機器の整備

1,764,000円
540,000円
445,000円
415,000円
231,000円
155,000円
150,000円

48％
15％
12％
11％
6％
4％
4％

今年（令和4年度）の共同募金は、このように使われます。今年（令和4年度）の共同募金は、このように使われます。

歳末たすけあい事業 3,000,000円

ボールを使って貯筋体
操中！サロンさくら
（北房、水田地区、今井、
山田上・下）

民生委員が高齢者世帯359戸
を友愛訪問、ネックウォーマー
（首巻）を届けました（久世）

ボランティア講座で「自閉症児
童のための新しい居場所」につ
いて学ぶ勝山高校生（勝山）

車イス体験教室で社協職員
から介助方法を学ぶ天津小
学校4年生の児童（落合）

親子で気軽に集える子育て
サロン！
勝山子育て広場やまっこ
（勝山保健福祉センター）

「集い」をテーマに話し合う座
談会を二川地区で開催（湯原）

誰もが気軽に集える地域の居場所
「コミュニティカフェみつがしわ」で
ボッチャ競技中！（八束）

歳末ふれあい・いきいきサロン

歳末友愛訪問（北房,落合,久世）

歳末生活支援便（湯原・市内全域）

ボランティア講座（市内全域）

おでかけ交流事業（湯原）

1,401,000円

655,000円

385,000円

180,000円

161,000円

142,000円

46,000円

30,000円

47％

22％

13％

6％

5％

5％

1％

1％

歳末配食サービス
（勝山,美甘,中和,八束，川上）

子育て支援事業
（北房,久世、勝山,中和,八束,川上）

コミュニティカフェみつがしわ（八束）

ボランティア手作りの「あっ
たか弁当」を75世帯に民生委
員がお届けしました（川上）

みずた いまい

やまだかみ・しも

ふたかわ
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皆
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【
本　

所
】

井
本　
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司（
東
京
都　

篤
志
寄
付
）

髙
橋　

宣
好（
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加
部　

香
典
返
し
）

髙
橋　

宣
好（
草
加
部　

忌
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け
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髙
井　

光
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草
加
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香
典
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し
）

清
友
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久
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台
金
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け
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徳
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里
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台
金
屋　

香
典
返
し
）

湯
川　

孝
市（
樫　

西　

香
典
返
し
）

湯
川　

裕
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井　
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中
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）
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博
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し
）

【
落
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】　
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典
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し
）
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典
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香
典
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典
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典
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8
月
31
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〆
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沖
田　
　

巧（
総
社
市
）

安
江　

直
美（
愛
知
県
瀬
戸
市
）

松
本　

孝
俊（
津
山
市
）

心配ごと相談所（10月の予定）
北房（真庭市役所北房振興局）
落合（落合老人福祉センター）
久世（真庭市役所本庁舎）
勝山（勝山保健福祉センター）
美甘（真庭市役所美甘振興局）
湯原（湯原保健福祉センター）
八束（八束老人福祉センター）

27日（木）
13日（木）
19日（水）
7日（金）
11日（火）
20日（木）
7日（金）

※相談無料、予約不要です。

9時～12時

9時～12時

13時～16時

電話（0867）42－1005
FAX（0867）42－2263※秘密は固く守られます。

ライフパントリーのお知らせライフパントリーのお知らせ
※パントリーは、キッチンの収納スペースの意味です。

【日時】
　令和4年10月22日（土）11時～12時
【会場】
　八束老人福祉センター（真庭市蒜山富山根154-1）
　コロナ禍等で経済的な困窮や不安がある世帯への
緊急的な一時支援として、食品や衛生用品などの無料
配布を行います。

　申込書を最寄りの社協に持参いただくか、メール、
FAX、郵送、電話のいずれかで申込みください。申込書
は真庭市社協ホームページからダウンロードできます。
　＊アレルギー対応はしていません。 
お問合せ：真庭市社協（まにわささえ愛ネット事務局）
電話：0867-42-1005　　FAX：0867-42-2263 
E-mail：m.shakyo@gmail.com 

申込期間
令和4年10月3日（月）～10月19日（水）
申込方法

日時　令和4年11月19日（土）
　　　第1部　式典　　13：00～
　　　第2部　記念講演14：10～
会場　勝山文化センター（真庭市勝山319）

「ウクライナ侵攻における避難者支援活動（仮）」
  特定非営利法人AMDA（アムダ）看護師
　　　　　　　　　　　　　長谷　奈苗　氏

協賛団体による販売・展示
赤い羽根共同募金コーナー　他

※当日は、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、検温・マスクの着用等にご協力をお願いします。

入場無料
を開催します！

記念講演

同時開催

第18回

【
お
詫
び
と
訂
正
】

社
協
だ
よ
り
９
月
号
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ー
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目

に
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名
前
に
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り
が
あ
り
ま
し
た
。訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ゆ
っ
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り 
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り

（
誤
）若
田　

美
香
さ
ん

　
　
　
　
　
　

←

ゆ
っ
た
り 

あ
し
た
り

（
正
）原　

祐
子
さ
ん

申込不要でどなたでもご入場いただけます
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福祉委員による友愛訪問の様子福祉委員による友愛訪問の様子

サロンの参加者と一緒にクイズで楽しみましたサロンの参加者と一緒にクイズで楽しみました

八束地域から
こんにちは！

山野志乃専門員
　八束地区社協では、福祉委員が担当地区内の
救急医療情報キットを設置している方のお宅
へ、キットの情報に変更がないか確認を兼ねて
訪問活動をしています。
　一軒一軒訪問して確認することで最近の様子
を聞けたり、遠方の親族の話を知ることが出来
たりして、今後の見守り活動に役立てることが
出来ています。
　また、以前はつどいの会として外出交流事業
を行なっていましたが、現在は新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、代わりに熱中症対策
の飲み物を持って友愛訪問活動をしています。
　友愛訪問活動では、75歳以上の独居の方と80
歳以上の高齢者世帯を対象に訪問しています。

八束地区社協の活動八束地区社協の活動八束地区社協の活動
地域で特色ある見守りを地域で特色ある見守りを地域で特色ある見守りを

広報担当の
つぶやき

秋といえば「スポーツの秋」「食欲の秋」と様々ですが、10月1日から「共同募金の秋」も始まり
ます。市内の各地域でも募金活動が行われますので、今年もご協力をお願いします。

真庭市社協HP

～社協活動から学ぶ、助けあいの地域づくり～～社協活動から学ぶ、助けあいの地域づくり～実習生
レポート

　私たちは、8月17日から24日間、真庭市社会福
祉協議会で実習を行いました。草加部地区に滞
在し、草加部地区の民生委員・福祉委員、地域の
サロンについて学びました。
　草加部地区を知るために、地域を歩いて回り、
住民の方に話を伺い、地域の現状を調べたとこ
ろ、全ての自治会でサロンが開かれている強み
や、地域福祉活動の担い手不足という課題など
を発見しました。
　また、実習では地区内にお住まいの一人暮ら
し高齢者のご自宅に伺いました。会話の中で普
段の生活の様子や困りごと、楽しみにされてい
ることなどを伺い、その方の思いを知ることが
できました。
　サロン活動では大上・寿和・浜の運動型サロン
に参加しました。健康の維持、介護予防のための
「げんき☆輝きエクササイズ」を行いました。参
加者の「エクササイズの効果を実感している。」
「みんなと会えて嬉しい。」という楽しそうな声か
らサロンが憩いの場になっていると感じました。
　そして、社協と地域で共に地域住民同士の交流
を行える場を作ることで地域活動が活発になり、
住民同士の助け合いのきっかけになっていると
感じました。社協がこれらの活動の支援を行い、
地域住民の交流の場に力を入れて活動をしてい
ることを学びました。

川崎医療福祉大学　医療福祉学科三年　　西野　有依  ・  白石　鈴乃

　実際にたくさんの話を聞いて、
地域の中では民生委員や福祉委
員、近隣住民などと助け合いなが
ら暮らしていることが分かりまし
た。助け合う意識と住民同士や社

協など専門機関との関係作りができていると感
じました。　  　　　　　　　　　　　　（西野）

　生活上の困りごとをお聞きする
訪問活動を通して、社協の役割の
一つに地域で助けを必要とする人
とその人が必要な制度やサービ
ス、専門機関や専門職を繋げる役

割があると感じました。
　さらに地域住民同士の助け合いを支える役割
も社協には求められていると理解しました。　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白石）

　活動を続けてきたことで、近所の方から「最近
〇〇さんは良く挨拶をしてくれる」「元気にされ
ているよ」など、様子を聞くことが出来るように
なってきました。
　他にも、それぞれの地区で「愛(季節)のお便り
訪問」や、独自の見守り活動を行っています。
　住民の高齢化が進んでいますが、住民同士が
お互いに助けあ
い誰もが安心し
て住みやすい地
域づくりを目指し
て活動を行ってい
ます。

にしの しらいし すずのう　い


